
栁田光芳

副委員長 
吉田　修

小川圭三

委員長
柴田　誠

蓑田庸子

濱洲大心

澤井一富

広
報
広
聴

委
員
会

　広
報
広
聴
委
員
と
し
て
２
年
目
に
入
り
、

初
め
て
編
集
後
記
を
担
当
し
ま
す
が
、
議
会

だ
よ
り
で
は
、
市
議
会
の
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
マ

ス
ク
着
用
は
３
月
13
日
か
ら「
個
人
の
判
断
」

に
委
ね
ら
れ
、小
中
高
校
で
も
新
学
期
か
ら
、

児
童
生
徒
や
教
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
を
求
め

な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
方
針
を
国
が
通
知

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
で
の
位

置
づ
け
が「
５
類
」に
引
き
下
げ
ら
れ
る
５
月

８
日
以
降
は
、
さ
ら
な
る
緩
和
が
検
討
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
早
く
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
生

活
に
戻
る
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

　こ
れ
か
ら
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
す
。
想

定
外
の
豪
雨
災
害
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で

す
。
情
報
の
収
集
や
早
め
の
避
難
な
ど
、
身

を
守
る
行
動
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
小
川
圭
三
）

　令和５年第１回臨時会を１月18日に開催し、補正予算１件を原案どおり
可決しました。

令和５年
第１回臨時会

●令和５年第１回天草市議会臨時会議案
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市議会だより
あまくさ
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【議第１号】令和４年度天草市一般会計補正予算（第11号）
  5,733万３千円を追加し、630億1,160万６千円に
　妊婦・子育て家庭への伴走型の相談支援及び経済的支援と、保育所等の送迎用バスへの安全装置装備支援費
などを増額。

　３月18日に十万山公園で開催されたスケッチ大会には
104人の小中学生が参加し、公園から眺めた景色などを
スケッチしました。

令和４年度天草市一般会計補正予算（第11号）

　妊婦・子育て家庭への伴走型の相談支援と経済的
支援を一体的に実施するため、出産応援ギフト及び
子育て応援ギフトを支給する。

　出産応援ギフト
令和４年４月１日以降に妊娠した妊婦に５万円分
の電子商品券を支給。

　子育て応援ギフト
令和４年４月１日以降に生まれた子ども１人当た
り５万円分の電子商品券を養育者に支給。

内容

■問電子商品券での支給を決めた理由は。
■答地産地消、地域内循環で地域を守るためには、市
民の協力も重要と考える。また、電子商品券は迅速
な給付が可能であり、購入等のデータを政策に反映
させたい。
■問継続的な事業となるのか。
■答国において、加速する少子化対策の
継続的な支援として調整されている。

質疑

　子ども達の安全確保を図るため、保育所等が
送迎バスに設置する置き去り防止安全装置の装
備にかかる費用を助成する。

内容

■問置き去り防止装置とはどのようなものか。
■答送迎バスのエンジン停止後、運転手等に車内
確認を促す合図を発する降車時確認式と、エン
ジン停止から一定時間経過後にカメラ等のセン
サーにより確認を行い、車外に警報音で知らせ
る自動検知式の２種類がある。

質疑

補助上限額

▲

保育園等‥‥‥‥‥‥１台当たり18万円

▲

放課後児童クラブ‥‥１台当たり10万円

出産・子育て応援交付金事業 保育所等送迎用バス安全装置
装備支援事業 572万円5,161万3千円



　
新
規
事
業
や
拡
充
事
業
を
含
む
総
額
５
４
４
億
７
，

３
３
０
万
７
千
円
と
な
る
令
和
５
年
度
天
草
市
一
般
会

計
予
算
は
、
４
日
間
に
わ
た
る
予
算
決
算
委
員
会
と
本

会
議
で
審
査
・
審
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

※

東
京
藝
術
大
学
と
の
連
携
事
業
以
外
の
主
な
事
業
に

つ
い
て
は
、
６
〜
７
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
東
京
藝
術
大
学
と
の
連
携
事
業
　１
９
８
万
６
千
円

 

内
容

　
東
京
藝
術
大
学
が
実
施
す
る
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
通
称
：
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
）
な
ど
に
、
令
和
５
年
度
か
ら
本
渡

看
護
専
門
学
校
の
学
生
が
参
加
し
、
人
間
一
人
ひ
と
り
の

「
あ
り
方
」
や
「
多
様
性
」
を
学
べ
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
で
、
看
護
・
福
祉
に
関
す
る
知
識
の
向
上
を
図
る
。

 

質
疑

■問
国
家
試
験
合
格
を
目
指
す
看
護
学
生
の
負
担
に
な
る

こ
と
は
な
い
の
か
。

■答
特
別
講
義
を
受
講
す
る
た
め
に
授
業
数
を
変
更
す
る

こ
と
は
な
く
、
授
業
時
間
内
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
研
修
の

時
間
を
活
用
し
、
学
生
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
く
。

■問
看
護
を
優
先
し
た
学
生
の
育
成
を
す
べ
き
で
は
。

■答
医
療
従
事
の
職
業
は
社
会
の
全
て
の
人
と
関
わ
る
も

の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
対
し
、
社
会
的
対
応
能
力
を

身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
多
角
的
な
も
の
の
見
方
や
考

え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
本
事
業
は
、
そ
の
基
盤
と
し

て
必
要
と
考
え
る
。

■問
全
国
初
の
取
組
だ
が
、
今
後
の
展
開
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

■答「
福
祉
と
ア
ー
ト
」
と
い
う
先
進
的
な
取
組
を
継
続
す

る
こ
と
に
よ
り
、
本
校
の
魅
力
度
を
さ
ら
に
高
め
、
学
生

の
確
保
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、
広
く
市
民
に
還
元
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

東
京
藝
術
大
学
っ
て
、
ど
ん
な
大
学
？

　
東
京
藝
術
大
学
は
、
我
が
国
唯
一
の
国
立
総
合

芸
術
大
学
で
、
１
９
４
９
年
の
創
立
以
来
、
自
由

と
創
造
の
精
神
を
尊
重
し
、
芸
術
文
化
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
芸
術
を
も
っ
て
社
会
に
貢

献
す
る
こ
と
も
基
本
的
な
目
標
の
一
つ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
学
べ
る
の
？

①「
福
祉
と
ア
ー
ト
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
講
義

（「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
実
践
論
」、「
ケ
ア
言
論
」）
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
。

②
大
学
で
行
わ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
人
体
デ
ッ

サ
ン
の
実
技
等
へ
の
参
加
。

③
本
渡
看
護
専
門
学
校
に
お
い
て
日
比
野
克
彦
学

長
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
。

東
京
藝
術
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と

に
な
っ
た
経
緯
は
？

　
天
草
市
で
開
催
し
て
い

る
「
天
草
大
陶
磁
器
展
」

に
第
１
回
の
開
催
か
ら
関

わ
っ
て
お
ら
れ
る
芸
術
家

の
日
比
野
氏
が
令
和
４
年

４
月
に
同
大
学
の
学
長
に

就
任
さ
れ
、
学
長
か
ら
紹

介
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

今回の議案は35件
※議案一覧は５ページに掲載。

●条例 …………… 13件
●その他 …………  ８件
●予算 …………… 13件
●議員提出 ………  １件

3 2あまくさ市議会だより あまくさ市議会だより

令和５年
第２回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

　令和５年第２回定例会を、２
月20日（月）から３月17日（金）
までの26日間の会期で行いまし
た。
　条例の改正や当初予算などの
議案が提出され、審査・審議の
結果、すべて原案どおり可決し
ました。
　今号では、この中から３件を
詳しく紹介します。

TOPICS福
祉
と
ア
ー
ト
を
テ
ー
マ
に

本
渡
看
護
専
門
学
校
と
東
京
藝
術
大
学 

事
業
連
携
へ

東
京
藝
術
大
学
と
の
連
携
事
業
を

含
む
一
般
会
計
予
算
を
可
決

本
渡
看
護
専
門
学
校
生
が

東
京
藝
術
大
学
の
特
別
講
義
を
受
講

本渡看護専門学校



02

03

国
民
健
康
保
険

出
産
育
児
一
時
金
を
引
上
げ

 

内
容

　
利
用
者
の
減
少
等
に
よ
り
運
営
が
厳

し
い
観
光
施
設
に
つ
い
て
、
公
の
施
設

と
し
て
の
用
途
を
廃
止
し
、
民
間
に
よ

る
自
由
な
施
設
運
営
を
図
る
た
め
、
条

例
を
廃
止
す
る
。

 

質
疑

■問
今
後
も
観
光
施
設
と
し
て
の
利
活
用

を
行
う
の
か
。

■答
今
後
も
観
光
施
設
と
し
て
多
く
の
集

客
が
可
能
な
運
営
を
公
募
の
条
件
と
し

て
い
き
た
い
。

観
光
施
設
や
社
会
体
育
施
設
な
ど

公
の
施
設
と
し
て
の
用
途
を
廃
止

 

内
容

　
健
康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
を

踏
ま
え
、
国
民
健
康
保
険
の
出
産
育
児
一

時
金
の
額
を
増
額
す
る
た
め
条
例
を
改
正

す
る
。
一
時
金
の
総
額
は
、
令
和
５
年
４

月
１
日
の
出
産
分
か
ら
50
万
円
に
引
き
上

げ
て
支
給
さ
れ
る
。

 

質
疑

■問
天
草
市
内
で
出
産
し
た
場
合
、
ど
れ
く

ら
い
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
。

■答
市
内
の
出
産
費
用
の
平
均
額
は
約
39
万

６
千
円
で
あ
る
。

■問
８
万
円
の
増
額
と
な
る
が
、
増
額
分
の

市
の
負
担
額
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

■答
支
給
額
の
３
分
の
２
は
国
の
地
方
交
付

税
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
令
和
５
年
度
に
限
り
、
国
が
１
件

当
た
り
５
千
円
を
補
助
す
る
た
め
、
同
年

度
の
負
担
額
は
、
改
正
前
と
比
較
す
る
と
、

約
２
万
２
千
円
の
増
と
な
る
。

公
の
観
光
施
設
を

民
間
に
よ
る
自
由
な
運
営
へ

 

内
容

　
錦
島
プ
ー
ル
な
ど
老

朽
化
が
著
し
い
施
設
に

つ
い
て
、
各
種
計
画
に

基
づ
き
公
の
施
設
と
し

て
の
用
途
を
廃
止
す
る

た
め
、
条
例
を
廃
止
又
は
改
正
す
る
。

 

質
疑

■問
市
民
プ
ー
ル
の
必
要
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

■答
令
和
４
年
度
は
、
新
和
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
を
７
月
と
８
月
に

開
館
し
た
。
市
営
プ
ー
ル
が
使
え
な
い

期
間
は
、
通
年
営
業
の
民
間
の
プ
ー
ル

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
錦
島
プ
ー
ル
解
体
後
の
代
替
施
設

は
、
学
校
プ
ー
ル
を
候
補
に
検
討
し
て

い
る
。
今
後
は
、
開
館
時
間
や
プ
ー
ル

監
視
員
の
雇
用
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

協
議
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

錦
島
プ
ー
ル
を
解
体
し
、

跡
地
を
駐
車
場
に
整
備

■改正内容比較表

出産育児一時金

産科医療補償掛金

40万８千円

１万２千円

42万円

改正前 改正後

48万８千円

１万２千円

50万円総　　額

出
産
育
児
一
時
金
等
支
給
額
を
42
万
円
か
ら
50
万
円
へ
改
正

令和５年４月から廃止と
なる観光施設

令和５年４月から廃止と
なる社会体育施設等

●天草ブルーガーデン
●倉岳特産品展示販売交流
施設

●錦島プール
●福連木山村広場
●魚貫町池田いきいきふれ
あい館

会派名 政友会 天政会 市民クラブ 新風天草 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

山
平

　

司
泰

崎
浜
　

臣
昭

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

口
門

　
　

徹

岡
松

　
　

寿

木
勝

　

生
幸

戸
鶴

　

啓
継

川
小

　

三
圭
　

朗
達
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

本
浦

　
　

力

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

崎
浜

　

昭
義

田
蓑

　

子
庸

通
五

　

作
俊
　

芳
光

尾
中

　

二
友

山
若

　

介
敬
郎
一
幸
下
宮
本
竹

　
　

亨

城
赤

　

浩
史

田
吉

　
　

修
議第22号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ╳ ╳ ◯ ◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 23：2 原案可決

令和５年 第２回定例会

あまくさ市議会だより 5 あまくさ市議会だより 4

議第22号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※中尾友二議員は議長職のため、表決には加わりません。

賛否表令和５年度天草市一般会計予算

●令和５年第２回天草市議会（定例会）議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

議第２号 天草市錦島プール条例を廃止する条例の制定について（錦島プールを廃止するため、条例を廃止するもの） 総務政策 原案可決

議第３号 天草市人権擁護に関する条例の一部を改正する条例の制定について（人権が尊重される明るい地域社会
の実現に必要な施策を推進するため、条例を改正するもの） 総務政策 原案可決

議第４号
天草市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の
制定について（特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・子育て支援施設等の運営
に関する基準の一部改正を踏まえ、懲戒に係る権限の濫用禁止の規定を削除するため、条例を改正するもの）

教育厚生 原案可決

議第５号
天草市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定について（家
庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正を踏まえ、利用者の安全確保のための計画の策
定等、設備及び運営の基準を定めるため、条例を改正するもの）

教育厚生 原案可決

議第６号
天草市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例の制定につい
て（放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部改正を踏まえ、利用者の安全確保のた
めの計画の策定等、運営の基準を定めるため、条例を改正するもの）

教育厚生 原案可決

議第７号 天草市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について（健康保険法施行令等の一部改正を踏ま
え、出産育児一時金の額を増額するため、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第８号 天草市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の制定について（熊本県後期高齢者医療広域
連合後期高齢者医療に関する条例の一部改正に伴い引用条項を修正するため、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第９号 天草市農山漁村広場条例の一部を改正する条例の制定について（福連木山村広場を廃止するため、条例
を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第10号 天草市漁港管理条例の一部を改正する条例の制定について（市が管理する漁港施設に係る占用期間の上
限を見直すため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第11号 天草市天草ブルーガーデン条例を廃止する条例の制定について（天草ブルーガーデンを廃止するため、条
例を廃止するもの） 建設経済 原案可決

議第12号 天草市倉岳特産品展示販売交流施設条例を廃止する条例の制定について（倉岳特産品展示販売交流施設
（えびす茶屋）を廃止するため、条例を廃止するもの） 建設経済 原案可決

議第13号 天草市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（建築基準法等の一部改正に伴い、手数料を見
直すため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第14号 天草市ふれあいセンター条例の一部を改正する条例の制定について（魚貫町池田いきいきふれあい館を廃
止するため、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第15号 熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について（構成団体の共同処
理する事務と規約を一部変更するため、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第16号 天草市過疎地域持続的発展計画の変更について（天草市過疎地域持続的発展計画を変更するため、議会
の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第17号
～19号

指定管理者の指定について（御所浦地区コミュニティセンター、天草市総合交流施設愛夢里、河浦海上コ
テージ）

総務政策
建設経済 原案可決

議第20号 市道路線の認定及び廃止について（市道７路線の認定及び１路線の廃止に伴い、議会の議決を求めるもの） 建設経済 原案可決

議第21号
　～33号

令和４年度天草市一般会計補正予算（第12号）
令和５年度天草市一般会計予算
令和５年度天草市国民健康保険特別会計予算
令和５年度天草市介護保険特別会計予算
令和５年度天草市後期高齢者医療特別会計予算
令和５年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計予算
令和５年度天草市国民健康保険診療施設特別会計予算
令和５年度天草市斎場事業特別会計予算
令和５年度天草市一町田財産区特別会計予算
令和５年度天草市新合財産区特別会計予算
令和５年度天草市病院事業会計予算
令和５年度天草市水道事業会計予算
令和５年度天草市下水道事業会計予算

予算決算 原案可決

議第34号 工事請負契約の締結について（林道本渡大江線地すべり災害復旧（法面その１）工事に係る請負契約の締
結について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第35号 工事請負契約の締結について（林道本渡大江線地すべり災害復旧（法面その２）工事に係る請負契約の締
結について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議員提出
第１号 天草市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 付託省略 原案可決



　天草市議会では、予算や決算の審査を
行う予算決算委員会を設置しています。
令和５年第２回定例会では、補正予算１
件（一般会計１件）、当初予算12件（一
般会計１件、特別会計８件、企業会計３
件）が提出され、５日間にわたり審査を
行い、すべて原案どおり可決しました。
　ここでは、一般会計の主な事業及び病
院事業会計についてお知らせします。

令和５年度当初予算額

一般会計　 ５４４億７,３３０万７千円
 （前年比　　 ▲１８億５,２９０万３千円）
特別会計　 ２５９億９,３５５万１千円
 （前年比　　　▲４億３,７７５万４千円）
合　　計 　８０４億６,６８５万８千円
 （前年比　　▲２２億９，０６５万７千円）

令和５年 第２回定例会当初予算を審査しました

以前に指摘した事項は
改善されている？

この事業の
内容は？

必要な金額が配分
されている？

　病
院
事
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療
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図
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質
疑

■問 

市
立
病
院
に
勤
務
す
る
医
師
や
看

護
師
等
の
数
は
足
り
て
い
る
の
か
。

■答 

施
設
基
準
に
定
め
ら
れ
て
い
る
数

は
満
た
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の

対
応
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
感
染

症
の
状
況
が
落
ち
着
け
ば
、
改
め
て

体
制
の
見
直
し
を
考
え
た
い
。

質疑

　農業及び漁業の新規就農
（漁）者育成を図り、将来を担
う人材を確保するため、親元
就農（漁）奨励金を創設・拡充
する。

■問 年齢によって奨励金の額に
差をつける必要があるのか。
■答 産地力の維持のためには若
い従事者の確保が必要であ
り、より若い
年齢層の親
元就農・就漁
を促進する
ために差を
設けた。

質疑

　コンビニエンスストアの多
機能端末機から各種証明書を
交付することで市民サービス
の向上を図る。

■問 コンビニ交付の利用状況は。
■答 各月の発行数は平均300件
で、夜間や休日および県外で
の利用が多い状況にある。
■問 窓口業務の混雑に改善が見
られたか。
■答 証明書の発行に伴う混雑は
改善してきている。

質疑

　あらゆる災害に対応するた
めの防災体制確立のため、備
蓄品や防災資機材等を整備す
る。新たに避難所運営業務を
委託し、自助・共助の活性化
を図る。

■問 委託する業務の内容は。
■答 避難者の受付や体調チェッ
ク、毛布などの備蓄品の配付
を想定している。
■問 想定している委託先は。
■答 避難場所の指定管理者とな
っている地区振興会を想定し
ている。

災害対策費新規就農者支援事業

新規就漁者支援事業

証明書等
コンビニ交付事業

質疑

　一方通行の解消や自転車・
歩行者の安全性確保のため、
都市計画道路として整備推進
を図る。

■問 計画期間を１年間延長した
理由は。
■答 新型コロナウイルス感染症
拡大の影響により、計画して
いた用地交渉に遅れが生じた
ため、１年間期間を延長して、
令和７年３
月末の事業
の完成を目
指す。

質疑

　本渡港周辺を海の玄関口として施設等を整備し、拠点機能や回遊性
向上を図るため、支障物件の移転補償や拠点施設に係る実証実験を行
う。市民の交流の場や学びの場を創出し、活性化を図る。

■問 支障物件の移転は実証実験の結果を見て進め
るべきではないか。
■答 令和５年度以降に実証実験を予定しており、実
際に整備する面積に近い形で検証するため、令和
５年度に移転補償費を計上している。

■問 どのような整備を計画しているのか。
■答 ユニットハウスを設置し、会議室、カフェ、
物産棟などの施設を整備するほか、御所浦行な
ど本渡港利用者の駐車場としても活用したい。

質疑

　アマビズで行っていた相談
業務を中小企業診断士に委託
し、起業者向けの相談対応及
びマッチング支援を行う。

■問 今後の支援体制は。
■答 アマビズが３月末で閉所す
ることに伴い、新年度からは
中小企業診断士が新規創業者
を対象に相談窓口を設ける。
場所は天草宝島交流会館ポル
ト内を予定している。
　なお、アマビズで管理して
いるカルテも引き継ぎ、商工
団体等と情報共有を行う。こ
れまで同様にＩＴなど専門的
な分野については、アドバイ
ザーの派遣を検討している。

拡充内容

　市内在籍の中学生の英語力
向上のため、実用英語技能検
定受験料の補助対象と補助額
を拡充する。

中学校英語検定
チャレンジ事業

都市計画道路
太田町水の平線整備事業

産業振興チャレンジ事業

令和５年度一般会計予算

令和５年度企業会計予算
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電
子
カ
ル
テ
の
導
入
費
に

５
億
８
，９
２
１
万
３
千
円

病
院
事
業
会
計

5,132万5千円6,890万9千円

2,712万6千円
315万円

1億6,915万円 632万9千円2,657万8千円

本渡港周辺環境整備推進事業 2億180万5千円

当初予算を審査しました

補助対象となる受験学年

補助額

中学
３年生

受験料の
２/３の額

受験料の
全額

中学生全学年
※1人につき年1回

本渡令和橋

天草未来大橋

事業エリア（案）

45歳未満
45歳以上55歳未満

80万円
40万円

親元就農（漁）奨励金

※企業会計（病院事業、水道事業、下水道事業）を除く。

▲

諏訪交差点側からの
　完成イメージ



　３月13日、14日、15日の３日間で行った一
般質問では、10人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

QRコードで質問の動画が見られます。
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

開催日 委員名

委 副

洲
濱

　

心
大

崎
浜

　

昭
義

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

木
勝

　

生
幸

郎
一
昇
田
下

通
五

　

作
俊

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

1月10日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月13日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月20日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月24日 議会運営委員会 ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月  9日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○
3月15日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
前

　

之
正

田
柴

　
　

誠

山
若

　

介
敬

嶋
五

　

彦
善

口
門

　
　

徹

田
蓑

　

子
庸

　

朗
達

　

芳
光

3月  2日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

田
柴

　
　

誠

田
吉

　
　

修

洲
濱

　

心
大

井
澤

　

富
一

川
小

　

三
圭

田
蓑

　

子
庸

　

芳
光

12月26日 広報広聴委員会 ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○
1月11日
2月24日

広報広聴委員会 ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ╳
広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月  2日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月  9日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

天草市議会
■ホームページは

▲市議会中継
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世
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興
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崎
浜
　

臣
昭

て
い
つ
に
係
関
光
観
・
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予
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年
新
①

つ
に
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計
増
倍
口
人
流
交
港
深
牛
、
深
牛
草
天
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②

て
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つ
に
度
制
合
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同
協
業
事
り
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づ
域
地
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て
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８

崎
浜
　

昭
義

て
い
つ
に
組
取
の
全
安
の
食
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に
国
全
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９
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吉
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環
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で
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田
柴

　
　

誠

組
取
・
策
対
の
校
学
中
・
小
る
け
お
に
禍
ナ
ロ
コ
①

て
い
つ
に
後
今
と
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政
財
の
市
草
天
②
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【広報広聴委員会】

【会派代表者会議】■鯖江  

コ
ロ
ナ
禍
で
の
一
斉
防
災
避
難

訓
練
の
実
施
状
況
は
。■防災危機管理課長  

令
和
４
年
度
は

３
年
ぶ
り
に
天
草
市
一
斉
避
難
訓
練
を

実
施
し
、
７
地
区
４
，９
８
７
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

■鯖江  

一
人
暮
ら
し
や
体
の
不
自
由
な

方
に
対
す
る
自
主
防
災
組
織
の
活
動
や

誘
導
方
法
の
事
例
は
。

■総務部長  

避
難
行
動
要
支
援
者
の
名

簿
を
作
成
し
、
区
長
、
民
生
委
員
、
社

協
な
ど
と
共
有
を
図
っ
て
い
る
。
令
和

４
年
度
は
、
栖
本
地
区
で
大
雨
を
想
定

し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。

■鯖江  

避
難
場
所
に
よ
っ
て
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
等
の
配
備
に
違
い
が
あ
る
と
聞

く
が
、
備
蓄
品
の
配
備
状
況
は
。

■総務部長  

一
次
避
難
場
所
に
は
毛
布
、

ア
ル
ミ
マ
ッ
ト
、
非
常
食
等
を
配
備
し

て
い
る
。
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
は
本
庁
で

管
理
し
、
必
要
に
応
じ
配
付
す
る
。

■鯖江  

各
部
・
課
が
連
携
し
、
空
き
家

対
策
を
協
議
す
る
部
署
は
で
き
な
い

か
。

■建設部長  
令
和
３
年
度
か
ら
の
実
態

調
査
で
７
，０
１
２
件
の
空
き
家
が
確

認
さ
れ
た
。
各
種
専
門
家
を
交
え
た
空

き
家
対
策
協
議
会
や
審
議
会
の
早
期
設

置
に
取
り
組
む
。

■鯖江  

空
き
家
バ
ン
ク
の
利
活
用
緩
和

と
移
住
促
進
施
設
の
支
所
単
位
で
の
設

置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

■地域振興部長  
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
移
住
者
の
確
保
が
第
一
目
的
。
移
住

促
進
施
設
の
増
設
は
今
後
の
利
用
状
況

を
見
な
が
ら
必
要
性
を
検
討
し
た
い
。

●
防
災
対
策
・
避
難
所
の
管
理
に
つ
い
て

●
空
き
家
・
移
住
対
策
に
つ
い
て

１  

鯖
江 

達
朗 （
天
政
会
）
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②
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
・
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

　
つ
い
て

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

月
６

12

㊊
日

議
会
本

会
開

明
説
の
由
理
案
提

月
６

16

㊎
日

議
会
本

疑
質

月
６

19

㊊
日

会
員
委

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

月
６

20

㊋
日

会
員
委

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

月
６

21

㊌
日

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
査
審
算
予
正
補
（

月
６

26

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

月
６

27

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

月
６

28

㊌
日

議
会
本

問
質
般
一

月
６

30

㊎
日

議
会
本

・
論
討
・
告
報
長
員
委

決
採

　

会
閉

※令和４年第10回定例会終了後から令和５年第２回定例会までの間に開催された本会議及び委員会などへの出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退等、「×」は欠席、「＼」は所属外、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

本会議、常任委員会などの議員出欠状況

※日程は変更される場合があります。
※新型コロナウイルス感染症等の感染

状況により、傍聴の自粛をお願いす
る場合があります。

※本会議はケーブルテレビや天草市議
会のホームページで中継も行ってい
ますので、ぜひご覧

　ください。

開催日 委員名

議長 副議長 政友 天政 市民 新風 共産 公明

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

山
平

　

司
泰

木
勝

　

生
幸

郎
一
昇
田
下

洲
濱

　

心
大

崎
浜

　

昭
義

通
五

　

作
俊

1月10日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
1月18日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月24日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○
3月  2日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月  6日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【本会議・常任委員会・全員協議会等】

【議会運営委員会】

【議会改革調査特別委員会】

※中尾友二議長と鶴戸継啓副議長は、委員外議員として出席。

※中尾友二議長は、常任委員会（予算決算）には、委員外議員として出席。

議長 副議長

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

辺
船

　
　

修

通
五

　

作
俊

郎
一
幸
下
宮

洲
濱

　

心
大

嶋
五

　

彦
善

　

朗
達

城
赤

　

浩
史

井
澤

　

富
一

本
竹

　
　

亨

木
勝

　

生
幸

崎
浜

　

昭
義

田
柴

　
　

誠

岡
松

　
　

寿

山
若

　

介
敬

田
前

　

之
正

崎
浜

　

臣
昭

山
平

　

司
泰

川
小

　

三
圭

本
浦

　
　

力

田
吉

　
　

修

口
門

　
　

徹

　

芳
光

尾
中

　

二
友

戸
鶴

　

啓
継

郎
一
昇
田
下

田
蓑

　

子
庸

1月18日 第 1 回臨時会　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月20日 第２回定例会　本会議
（開会、施政方針・提案理由の説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2月24日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2月27日 常任委員会（市民生活・建設経済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○
2月28日 常任委員会（総務政策・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
3月  2日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月  6日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月  7日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月  8日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月  9日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月13日
本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
常任委員会（総務政策） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3月14日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
3月15日 本会議（一般質問３日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3月17日 本会議（委員長報告・討論・採決、閉会）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通
告

番
号



一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

QRコードで質問の動画が見られます。 QRコードで質問の動画が見られます。

あまくさ市議会だより 11 あまくさ市議会だより 10

【
少
子
化
に
お
け
る
教
育
政
策
に
つ
い

て
】■竹本  

令
和
4
年
の
天
草
市
の
出
生
数

は
、３
６
９
人
と
厳
し
い
数
字
で
あ
る
。

中
学
校
の
統
合
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
か
。

■市長  

出
生
数
に
つ
い
て
は
深
刻
に
受

け
止
め
て
い
る
。
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
あ
り
、中
学
校
の
統
合
に
限
ら
ず
、将

来
を
見
据
え
根
本
的
に
考
え
て
い
く
。

■竹本  

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
問
題

は
、
安
全
面
か
ら
も
各
支
所
で
地
域
事

情
を
踏
ま
え
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
切

り
替
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

■市長  

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
一
元
管
理
を

行
っ
て
い
る
が
、
地
域
ご
と
の
細
や
か

な
対
応
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
市

内
公
共
交
通
機
関
の
再
編
を
進
め
る
中

で
取
組
が
可
能
な
地
域
か
ら
対
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

【
消
防
組
織
の
将
来
像
に
つ
い
て
】

■竹本  

市
内
周
辺
部
に
お
い
て
は
将
来

に
わ
た
っ
て
消
防
団
員
不
足
と
高
齢
化

が
進
む
が
、
そ
の
対
策
は
。

■総務部長  

各
部
の
統
廃
合
も
や
む
を

得
な
い
が
、
引
き
続
き
、
団
員
確
保
の

努
力
を
継
続
し
た
い
。

■竹本  

団
員
不
足
を
消
防
職
員
の
増
員

で
補
う
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

■市長  
消
防
署
の
充
実
も
一
つ
の
方
策

だ
が
、
団
員
確
保
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

で
の
取
組
と
併
せ
、
新
た
な
対
策
も
考

え
て
い
き
た
い
。
人
口
減
少
と
い
う
大

き
な
課
題
解
決
の
た
め
に
は
前
例
に
と

ら
わ
れ
ず
、し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。

●
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
　
　
　
　

●
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て

●
安
心
で
持
続
可
能
な
上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

●
天
草
市
に
お
け
る
事
業
承
継
に
つ
い
て

●
天
草
市
障
が
い
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・

　改
造
助
成
事
業
に
つ
い
て

３  

栁
田 

光
芳
（
公
明
党
）

●
少
子
化
に
お
け
る
教
育
政
策
に
つ
い
て

●
消
防
組
織
の
将
来
像
に
つ
い
て

２  

竹
本 

　
亨
（
無
会
派
）

【
子
ど
も
の
遊
び
場
に
つ
い
て
】

■栁田  

市
民
か
ら
「
子
ど
も
の
遊
び
場

が
少
な
い
」
と
の
声
が
あ
る
が
、
公
園

な
ど
の
遊
び
場
の
整
備
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。■都市計画課長  

市
都
市
計
画
課
管
理

の
公
園
は
94
公
園
で
、
う
ち
57
公
園
に

遊
具
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、

観
光
振
興
課
等
管
理
の
公
園
が
あ
る
。

■栁田  
天
草
へ
の
観
光
客
入
り
込
み
も

踏
ま
え
、
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た

施
設
の
整
備
が
重
要
と
考
え
る
。
市
長

は
、
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
を
ど
う
考

え
、
計
画
さ
れ
る
か
。

■市長  

今
後
は
、
市
民
の
皆
様
の
意
見

等
を
聴
き
な
が
ら
、
子
ど
も
の
遊
び
場

の
整
備
や
改
修
を
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
本
年
７
月
オ
ー
プ
ン
の
天
草
市
陸

上
競
技
場
に
隣
接
す
る
大
矢
﨑
緑
地
公

園
内
に
、
令
和
５
年
度
中
に
多
目
的
広

場
の
整
備
や
新
た
に
複
合
遊
具
の
設
置

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

【
教
育
施
設
整
備
に
つ
い
て
】

■栁田  

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
電
気
設

備
等
の
改
修
状
況
は
。

■教育総務課長  

令
和
４
年
度
末
ま
で

に
新
た
に
５
校
10
室
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
照
明

器
具
へ
更
新
す
る
予
定
で
あ
る
。

■栁田  

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
配
慮
し
た
多
目
的

ト
イ
レ
の
整
備
も
重
要
と
な
っ
て
く
る

が
、
そ
の
整
備
状
況
は
。

■教育総務課長  

多
様
性
へ
の
取
組
を

視
野
に
入
れ
、
利
用
者
を
区
別
し
な
い

「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
小
学
校
に
４

室
、
中
学
校
に
５
室
設
置
し
て
い
る
。▲地域で管理する小規模水道施設

●
義
務
教
育
に
お
け
る
子
育
て
支
援・教
育

　環
境
の
整
備
に
つ
い
て

●
避
難
所
の
設
備
の
充
実
に
つ
い
て

５  

五
通 

俊
作
（
公
明
党
）

【
上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
】

■五通  

上
水
道
区
域
外
で
老
朽
化
や
水

源
の
枯
渇
等
に
よ
り
更
新
が
必
要
と
な

る
小
規
模
水
道
施
設
へ
の
今
後
の
対
応

は
。■市長  

地
域
の
方
々
と
し
っ
か
り
協
議

し
、
費
用
も
含
め
、
対
策
を
検
討
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。
な
る
べ
く
早
く

地
域
に
適
し
た
安
心
・
安
全
な
水
の
確

保
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

【
市
内
事
業
所
の
事
業
承
継
に
つ
い
て
】

■五通  

本
市
の
事
業
承
継
問
題
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

■経済部長  「
あ
ま
く
さ
事
業
承
継
サ

ポ
ー
ト
会
議
」
を
設
立
し
、
オ
ー
ル
天

草
の
体
制
に
よ
る
事
業
者
へ
の
啓
発
と

事
業
承
継
の
取
組
を
支
援
し
て
い
く
枠

組
み
を
構
築
し
た
。
今
後
も
事
業
承
継

の
機
運
を
高
め
、
天
草
エ
リ
ア
で
事
業

承
継
に
悩
む
事
業
者
の
一
助
と
な
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
よ
り
円
滑

な
事
業
承
継
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
必
要

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
障
が
い
者
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・

改
造
助
成
に
つ
い
て
】

■五通  

障
が
い
の
あ
る
方
の
地
域
で
の

自
立
及
び
社
会
参
加
促
進
の
た
め
に

も
、
助
成
対
象
者
や
助
成
内
容
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
が
。

■市長  

自
動
車
改
造
費
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
財
源
や
助
成
対
象
等
の
課
題
も

あ
る
た
め
、
他
の
市
町
村
の
状
況
を
把

握
し
、
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を
し
な

が
ら
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

４  

蓑
田 

庸
子
（
日
本
共
産
党
）

【
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
整
備
】

■蓑田  

保
護
者
が
負
担
し
て
い
る
教
材

費
は
年
間
い
く
ら
に
な
る
か
。

■学校教育課長  

市
内
の
平
均
で
は
小

学
校
１
年
生
で
７
千
円
程
度
、
中
学
校

１
年
生
で
１
万
３
千
円
程
度
（
別
表
に

全
学
年
の
負
担
額
を
記
載
）
で
あ
る
。

■蓑田  

学
校
給
食
費
無
償
化
の
計
画
は

あ
る
の
か
。■教育部長  

計
画
は
な
い
が
、
国
の
動

向
も
見
な
が
ら
子
育
て
支
援
策
の
中
で

総
合
的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

■蓑田  

新
年
度
の
学
校
司
書
の
配
置
計

画
は
ど
う
な
っ
た
か
。

■教育部長  

原
則
２
校
に
１
人
の
配
置

に
し
た
い
。

■蓑田  

ト
イ
レ
へ
の
生
理
用
品
の
配
置

計
画
は
あ
る
の
か
。

■教育部長  

数
校
の
中
学
校
で
試
行
的

に
設
置
し
て
い
る
。
今
後
は
生
徒
の
反

応
を
把
握
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

【
避
難
所
の
設
備
の
充
実
に
つ
い
て
】

■蓑田  

感
染
予
防
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確

保
の
た
め
、
間
仕
切
り
や
室
内
テ
ン
ト

の
配
置
は
あ
る
の
か
。■防災危機管理課長  

間
仕
切
り
は
令

和
３
年
度
に
配
備
し
た
。
室
内
テ
ン
ト

は
各
支
所
で
配
備
し
、
必
要
に
応
じ
て

避
難
所
に
配
置
し
活
用
す
る
。

■蓑田  

乳
幼
児
同
伴
者
へ
の
配
慮
は
。

■防災危機管理課長  

要
配
慮
者
避
難

所
の
設
置
等
で
対
応
し
て
い
る
。

■蓑田  

ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
計
画
は
。

■総務部長  

今
後
研
究
す
る
。

※小学６年生と中学２年生は修学旅行代金を含む。
※中学３年生は卒業関係費を含む。 

小学１年生
小学２年生
小学３年生
小学４年生
小学５年生
小学６年生
中学１年生
中学２年生
中学３年生

7,000円程度
6,000円程度
8,000円程度
8,500円程度
8,500円程度
35,000円程度
13,000円程度
70,000円程度
20,000円程度

■保護者が負担している教材費（年平均）

地区 人数 地区 人数
本渡 ２６８ 栖本 １１
牛深 ２８ 新和 ６
有明 １１ 五和 １９
御所浦 ７ 天草 ６
倉岳 ４ 河浦 ９

合計 ３６９

■天草市の出生数（令和４年）
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■小川  
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

と
世
界
遺
産
学
の
今
後
の
取
組
は
。

■観光文化部長  
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
は
大
変
好
評
だ
が
、
生
徒
に
過
度
の

負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

■学校教育課長  
世
界
遺
産
学
は
天
草

の
歴
史
的
価
値
や
そ
の
良
さ
を
実
感

し
、
郷
土
を
誇
り
に
思
い
、
大
切
に
し

て
い
く
気
持
ち
を
育
ん
で
い
る
。

■教育部長  

今
後
も
継
続
し
た
い
。

■小川  

５
周
年
記
念
と
い
う
冠
に
銘
打

ち
、
事
業
展
開
を
実
施
さ
れ
る
が
、
そ

の
内
容
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

■観光文化部長  

記
念
事
業
と
し
て
、

有
識
者
を
招
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
Ｐ

Ｒ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
の
ほ
か
、
子
ど

も
た
ち
が
天
草
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
を
学

べ
る
副
読
本
を
作
成
す
る
。

■小川  

市
長
の
施
政
方
針
に
、「
市
民
の

皆
様
と『
﨑
津
・
今
富
の
文
化
的
景
観
』

の
重
要
性
や
資
産
価
値
を
共
有
し
、
さ

ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
る
」
と
あ
っ

た
が
、
５
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
長
の
思
い
と
、
今
後
の
取
組
は
。

■市長  

世
界
と
約
束
し
た
文
化
遺
産
の

永
続
的
な
「
保
全
・
継
承
」
と
、
こ
れ

を
最
大
限
に
活
用
し
た
「
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
」
に
、
全
身
全
霊
で
取
り
組

ん
で
い
く
覚
悟
で
あ
る
。
市
民
の
皆
様

に
も
、
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
さ
ら
な

る
積
極
的
な
取
組
を
お
願
い
す
る
。

■小川  

市
長
や
執
行
部
は
、
地
域
住
民

が
一
番
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

地
域
振
興
・
活
性
化
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
実
施
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

●【
道
の
駅
】【
夕
陽
の
駅
】

●
牛
深
港
交
流
人
口
倍
増
計
画
に
つ
い
て

７  

浜
崎 

昭
臣
（
政
友
会
）

●
﨑
津
集
落
世
界
遺
産
登
録
５
周
年

　
に
お
け
る
地
域
振
興
に
つ
い
て

６   

小
川 

圭
三
（
天
政
会
）

■浜崎  

道
の
駅
に
つ
い
て
問
う
。

■市長  

道
の
駅
は
快
適
な
旅
の
拠
点
施

設
。
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
島
内
周
遊

と
滞
在
時
間
延
長
を
図
る
た
め
、
機
能

を
充
実
し
、魅
力
的
な
施
設
と
し
た
い
。

■浜崎  

天
草
市
総
入
り
込
み
客
数
約
２

７
０
万
人
の
う
ち
牛
深
港
か
ら
は
約
16

万
人
（
約
６
％
）。「
南
天
草
牛
深
」
か

ら
交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
の
方
策
を

模
索
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■市長  

出
水
〜
長
島
間
の
バ
ス
に
本
市

の
魅
力
的
な
観
光
資
源
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

な
ど
で
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
の
利
用
促
進
に

努
め
る
。
ま
た
、
鹿
児
島
方
面
を
見
据

え
、
南
か
ら
の
多
様
な
天
草
の
周
遊
を

旅
行
会
社
等
を
通
じ
、周
知
し
て
い
く
。

■浜崎  

う
し
ぶ
か
海
彩
館
２
階
の
牛
深

観
光
案
内
所
跡
を
「
夕
陽
の
駅
」
に
で

き
な
い
か
。「
道
の
駅
」「
海
の
駅
」
を

生
か
し
、
相
乗
効
果
で
必
ず
盛
り
上
が

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
や
24
時
間
開
放
の
休
憩
所
の
見
直

し
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど
早
急
な
対
応
を

お
願
い
す
る
。

■市長  

３
月
８
日
に
牛
深
漁
港
が
「
海

業
振
興
モ
デ
ル
地
区
」
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
で
「
牛
深
港
周
辺
地
域
活
性
化
構

想
」
の
具
体
化
や
海
彩
館
の
整
備
等
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

今
後
、具
体
的
な
事
業
内
容
を
検
討
し
、

令
和
６
年
３
月
ま
で
に
計
画
を
取
り
ま

と
め
、
海
彩
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

根
本
か
ら
見
直
す
。
必
要
な
施
設
整
備

を
行
い
、
牛
深
が
か
つ
て
の
に
ぎ
わ
い

を
取
り
戻
す
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。▲牛深港と長島港を結ぶフェリー

▲河浦中学校観光ボランティアガイド

▲立入禁止の「のぼり山」

●
学
校
給
食
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の
導
入

●
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
関
す
る
市
の

　
取
組
の
方
向
性

９  

吉
田
　 

修
（
無
会
派
）

【
教
育
環
境
に
つ
い
て
】

■吉田  

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
育
成
と
教
職
員
の

業
務
改
善
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

教
職
員
の
負
担
軽
減
や
労
働
環
境
の
改

善
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
。

■教育部長  

校
務
支
援
ソ
フ
ト
の
活
用

に
よ
り
手
書
き
や
手
入
力
の
作
業
時
間

が
縮
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
教
材
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
で
印
刷
等
の
負
担
が
大
幅

に
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
会
議
・
研
修
に

つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

に
よ
り
移
動
時
間
が
不
要
と
な
る
な
ど

負
担
軽
減
効
果
は
大
き
い
と
考
え
る
。

■吉田  

児
童
生
徒
の
出
欠
連
絡
を
オ
ン

ラ
イ
ン
化
で
き
な
い
か
。

■教育部長  

大
規
模
校
な
ど
既
設
ア
プ

リ
を
活
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
欠
席

連
絡
を
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
そ
の

他
の
学
校
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て

い
る
。

【
危
険
遊
具
に
つ
い
て
】

■吉田  

本
渡
南
小
に
設
置
の
遊
具
「
の

ぼ
り
山
」
の
概
要
と
認
識
に
つ
い
て
。

■教育総務課長  

創
立
百
周
年
記
念
事

業
期
成
会
で
設
置
し
た
遊
具
で
あ
る
。

現
在
は
腐
食
な
ど
著
し
い
老
朽
化
に
伴

い
、
安
全
に
使
用
で
き
な
い
状
態
で
あ

り
、
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
。

■吉田  

危
険
遊
具
を
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。「
の
ぼ
り

山
」
は
解
体
す
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か

が
か
。■教育総務課長  「

の
ぼ
り
山
」
の
規

模
か
ら
考
え
る
と
改
修
は
困
難
。
解
体

す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

８   

浜
崎 

義
昭
（
日
本
共
産
党
）

■浜崎  

全
国
の
自
治
体
で
の
取
組
に
は

農
林
水
産
省
が
策
定
し
た
持
続
可
能
な

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
等
を
利
用
し
た

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
の
導
入
で
保
護
者

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
っ
た
事
例
が
あ

る
。
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を

越
え
、
給
食
を
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
変
え

よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
が
、
本
市
の

取
組
は
。■学校給食課長  

学
校
給
食
で
の
有
機

栽
培
食
材
使
用（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
）

に
つ
い
て
は
課
題
も
あ
り
、
す
ぐ
に
開

始
で
き
る
環
境
で
な
い
た
め
、
地
元
産

の
食
材
を
で
き
る
限
り
使
用
し
て
い
る
。

■浜崎  

天
草
高
校
科
学
部
と
市
議
会
市

民
生
活
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開

催
し
た
と
こ
ろ
、
高
校
生
か
ら
「
海
洋

ご
み
の
今
後
の
取
組
が
い
か
に
大
事

か
」「
天
草
の
自
然
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
何
が
必
要
か
」
な
ど
の
意
見
が

出
た
。
若
い
世
代
は
、
危
機
感
を
募
ら

せ
今
の
う
ち
に
何
ら
か
の
手
を
打
つ
こ

と
が
大
事
だ
と
訴
え
て
い
る
。
行
政
と

し
て
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
持
っ
て
い

る
か
。■市民生活部長  

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
で
も

重
点
化
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
取
組
を

強
化
し
て
い
る
。
国
の
支
援
策
な
ど
を

注
視
し
、
活
用
し
て
い
き
た
い
。

■浜崎  

海
洋
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る

漁
業
者
を
介
し
て
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
調
査
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

■市民生活部長  

環
境
省
と
水
産
庁
が

連
携
し
海
底
ご
み
回
収
に
係
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
中
で
あ
り
、
国
の
発
表
後

に
検
討
し
て
い
く
。

●
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
学
び
成
長
で
き

　
る
環
境
に
つ
い
て
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■柴田  
コ
ロ
ナ
禍
で
の
入
学
式
や
学
校

行
事
な
ど
、
新
年
度
の
学
校
生
活
は
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
、対
策
と
取
組
は
。

■教育長  
４
月
以
降
の
学
校
生
活
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
省
の
通
知
で
は
「
マ

ス
ク
の
着
用
を
求
め
な
い
こ
と
を
基
本

と
す
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
市
教
育
委

員
会
と
し
て
も
、
引
き
続
き
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
保
護

者
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み
た
い
。

■柴田  

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
額

の
確
保
に
も
努
め
て
お
ら
れ
る
が
、
限

ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に

活
用
す
る
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
た

め
の
今
後
の
取
組
は
。

■総合政策部長  

人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

産
業
活
動
の
低
迷
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
維
持
と
地
域
福
祉
充
実
へ
の

対
応
、
さ
ら
に
は
、
予
想
外
の
災
害
や

刻
々
と
変
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
に

あ
っ
て
は
、
常
に
的
確
で
迅
速
・
柔
軟

に
対
応
で
き
る
財
政
運
営
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
近
年

は
、
財
政
運
営
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は

重
く
な
っ
て
お
り
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
財
政
状
況
を
十
分
に
理
解
し
、
知
恵

や
創
造
力
、
考
え
行
動
す
る
力
、
職
員

力
を
一
層
磨
き
、
市
民
の
福
祉
と
生
活

の
利
便
性
の
向
上
に
向
け
た
取
組
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
第
３
次
総
合
計
画
の
理
念
に
「
挑
み

続
け
る
行
政
経
営
に
取
り
組
む
ま
ち
」

を
掲
げ
た
。
こ
の
意
義
を
全
職
員
が
意

識
し
、
一
丸
と
な
り
今
後
も
健
全
な
財

政
運
営
を
行
う
よ
う
努
め
て
い
く
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
小・中
学
校
の
対
策・

　取
組
と
今
後
に
つ
い
て

●
天
草
市
の
財
政
に
つ
い
て
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柴
田
　 誠
（
政
友
会
）

■ふるさと納税額の推移
（単位：億円）

（年度）

※R4はR5年1月末現在

意
見
交
換
会

実 施 日　令和５年２月７日
実施団体　天草地域森林組合
テ ー マ　天草地域森林組合の現状と林業の

振興について

　主な意見・要望等
●天草は所有者の高齢化が進み、管理が難しい

山林が多い状況で、林業従事者や森林整備員
も減少している。

●整備員の減少に伴い、機械の導入なども対応
していく。

●担い手不足の対応として、森林組合では高校
生のインターンシップを受け入れている。今後
は林業大学校との連携や中学生のインターン
シップ受け入れなども検討していきたい。

●就職にあたっても林業の認知度は低い。認知
度向上に向けても取り組みたい。

　令和４年度ＩＣＴ指定校の本渡南小学校の取
組について、タブレット等を活用した授業の視察
や活用例の説明を受け、意見交換を行いました。

　主な意見・要望等
●タブレットにはキーボードがついており、タイ

ピング技術は向上しているが、個人差がある。
●コロナ禍で、ＩＣＴが急激に普及した。タブレッ

トは、どこでどう使うか、思考が途切れない
効果的な活用が必要と感じる。

●南小での事例や他自治
体での研修報告なども
ＩＣＴ部会を通じ広げ
ていきたい。

　主な意見・要望等
●空き家バンク登録に対しては、心理的問題（神

棚・仏壇の対応）や法的問題（立地場所）の問
題がある。

●国の制度で、行政と民間が連携した協議体が
存在すれば利用できる制度がある。ぜひ、空き
家対策計画の対策窓口を早急に設置していた
だきたい。

●下浦の金焼にある体験型宿泊施設が好評。体
験がきっかけで天草に移住されている方もお
り、各支所単位に一つずつ体験型宿泊施設を
設置してほしい。

　科学部の研究「天草各地の海洋ごみの調査報
告及び削減に向けての対策」について説明を受
け、意見交換を行いました。

　森林組合の組織体制や事業の実施状況、天草
の山林の現状や課題について説明を受け、意見
交換を行いました。

　天草地域総合研究所が実施している具体的
な取組について説明を受け、意見交換を行い
ました。

　主な意見・要望等
●天草の海には漁具などの産業によるごみやペッ

トボトルの蓋などプラスチックごみが多い。
●漁網にかかってくるごみも相当量ある。目に見

える大きさのときに回収することが大切。
●コンビニでの買物など、日常的な行動でもごみ

は増える。使う側の意識
も大切と思う。

●ごみが与える影響など、
市民や県内外の方に伝え
られるよう頑張りたい。

実 施 日　令和５年２月３日
実施団体　（一社）天草地域総合研究所
テ ー マ　天草地域総合研究所の活動内容と

今後の課題等

実 施 日　令和５年２月１日
実施団体　天草市校長会
テ ー マ　■市内小・中学校におけるICT活用

の現状等について
　　　　　■コロナ禍でのICTの活用について

実 施 日　令和５年１月23日
実施団体　天草高校科学部
テ ー マ　天草高校科学部の研究内容と今後

の海洋プラスチックごみ削減の取
組について

　
天
草
市
議
会
で
は
、
１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
市

内
の
各
種
団
体
の
皆
様
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
今
回
は
各
常
任
委
員
会
ご
と
に
、（
一
社
）
天
草
地
域

総
合
研
究
所
、天
草
高
校
科
学
部
、天
草
地
域
森
林
組
合
、

天
草
市
校
長
会
の
４
団
体
と
実
施
し
、
各
団
体
の
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　天草市議会では、議会の活性化を目指し、平成24年３月に議会基本条例
を制定しました。市民の皆様の意見を議会活動に生かすことを目的に同年
から議会報告会を開催してきましたが、平成26年度からはテーマを決め、
各種団体等との意見交換会を開催しています。
　意見交換会でいただいたご意見は、今後の議会活動に生かしていきます。

意見交換会
ってなに？

開
催
し
ま
し
た を

総務政策委員会建設経済委員会

市民生活委員会教育厚生委員会

意見交換会を開催しました



栁田光芳

副委員長 
吉田　修

小川圭三

委員長
柴田　誠

蓑田庸子

濱洲大心

澤井一富

広
報
広
聴

委
員
会

　広
報
広
聴
委
員
と
し
て
２
年
目
に
入
り
、

初
め
て
編
集
後
記
を
担
当
し
ま
す
が
、
議
会

だ
よ
り
で
は
、
市
議
会
の
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
、

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
マ

ス
ク
着
用
は
３
月
13
日
か
ら「
個
人
の
判
断
」

に
委
ね
ら
れ
、小
中
高
校
で
も
新
学
期
か
ら
、

児
童
生
徒
や
教
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
を
求
め

な
い
こ
と
を
基
本
と
す
る
方
針
を
国
が
通
知

し
ま
し
た
。

　ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
法
で
の
位

置
づ
け
が「
５
類
」に
引
き
下
げ
ら
れ
る
５
月

８
日
以
降
は
、
さ
ら
な
る
緩
和
が
検
討
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
早
く
コ
ロ
ナ
前
の
日
常
生

活
に
戻
る
よ
う
願
う
も
の
で
す
。

　こ
れ
か
ら
梅
雨
の
季
節
に
な
り
ま
す
。
想

定
外
の
豪
雨
災
害
が
心
配
さ
れ
る
時
期
で

す
。
情
報
の
収
集
や
早
め
の
避
難
な
ど
、
身

を
守
る
行
動
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
小
川
圭
三
）

　令和５年第１回臨時会を１月18日に開催し、補正予算１件を原案どおり
可決しました。

令和５年
第１回臨時会

●令和５年第１回天草市議会臨時会議案
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【議第１号】令和４年度天草市一般会計補正予算（第11号）
  5,733万３千円を追加し、630億1,160万６千円に
　妊婦・子育て家庭への伴走型の相談支援及び経済的支援と、保育所等の送迎用バスへの安全装置装備支援費
などを増額。

　３月18日に十万山公園で開催されたスケッチ大会には
104人の小中学生が参加し、公園から眺めた景色などを
スケッチしました。

令和４年度天草市一般会計補正予算（第11号）

　妊婦・子育て家庭への伴走型の相談支援と経済的
支援を一体的に実施するため、出産応援ギフト及び
子育て応援ギフトを支給する。

　出産応援ギフト
令和４年４月１日以降に妊娠した妊婦に５万円分
の電子商品券を支給。
　子育て応援ギフト
令和４年４月１日以降に生まれた子ども１人当た
り５万円分の電子商品券を養育者に支給。

内容

■問電子商品券での支給を決めた理由は。
■答地産地消、地域内循環で地域を守るためには、市
民の協力も重要と考える。また、電子商品券は迅速
な給付が可能であり、購入等のデータを政策に反映
させたい。
■問継続的な事業となるのか。
■答国において、加速する少子化対策の
継続的な支援として調整されている。

質疑

　子ども達の安全確保を図るため、保育所等が
送迎バスに設置する置き去り防止安全装置の装
備にかかる費用を助成する。

内容

■問置き去り防止装置とはどのようなものか。
■答送迎バスのエンジン停止後、運転手等に車内
確認を促す合図を発する降車時確認式と、エン
ジン停止から一定時間経過後にカメラ等のセン
サーにより確認を行い、車外に警報音で知らせ
る自動検知式の２種類がある。

質疑

補助上限額

▲

保育園等‥‥‥‥‥‥１台当たり18万円

▲

放課後児童クラブ‥‥１台当たり10万円

出産・子育て応援交付金事業 保育所等送迎用バス安全装置
装備支援事業 572万円5,161万3千円


